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臼
杵
磨
崖
仏
造
顕
の
背
景

は
じ
め
に

一
、
臼
杵
磨
崖
仏

二
、
石
仏
境
内
の
発
掘

三
、
磨
崖
仏
創
設
の
年
代
的
考
察

四
、
伝
満
月
寺
の
性
格

五
、
磨
崖
仏
造
立
者

お
わ
り
に

は
じ
め
に

賀

川

光
　
夫

　
大
分
県
は
豊
前
・
豊
後
の
二
国
か
ら
な
る
。
豊
前
に
は
七
世
紀
後
半
各
所
に
｀
伽
藍
が
建
立
さ
れ
、
畿
内
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け

入
れ
た
。
そ
し
て
宇
佐
ハ
幡
境
内
の
弥
勒
寺
は
官
営
寺
院
の
性
格
が
強
く
、
そ
れ
故
に
豊
前
一
帯
に
仏
教
の
興
隆
を
み
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
豊
後
は
平
野
に
乏
し
く
、
山
岳
に
よ
っ
て
磨
崖
仏
が
営
ま
れ
た
。
「
豊
後
磨
崖
仏
」
と
い
う
名
は
浜
田
耕
作
博

５



士
に
よ
っ
て
も
ち
い
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
が
、
国
東
半
島
、
大
分
川
、
玖
珠
川
、
大
野
川
流
域
、
そ
し
て
臼
杵
川
な
ど
に
沿
っ
て

広
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裔
崖
に
は
ほ
ん
の
一
部
を
除
い
て
造
像
年
、
造
像
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
記
録
や
金
石
銘

文
が
な
く
、
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
主
と
し
て
仏
教
美
術
史
的
な
観
点
で
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

れ
だ
け
に
造
立
者
に
つ
い
て
も
北
部
の
裔
崖
仏
は
仁
聞
か
、
中
部
は
日
羅
に
よ
っ
て
、
南
部
は
蓮
城
が
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
口
碑
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
問
題
が
多
い
。

　
裔
崖
仏
の
代
表
は
北
部
に
あ
っ
て
は
熊
野
石
仏
が
あ
り
、
中
部
で
は
元
町
、
岩
尼
寺
石
仏
、
菅
尾
磨
崖
仏
が
注
目
さ
れ
る
。
南

部
の
臼
杵
石
仏
群
は
、
特
に
秀
作
で
豊
後
裔
崖
仏
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
石
を
材
料
と
し
て
木
彫
風
に
仕
上
げ
る
技
法
は
、

軟
質
の
疑
灰
岩
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
部
振
り
よ
ろ
し
く
ま
さ
に
木
彫
で
言
う
定
朝
様
の
技
法
そ
の
も
の
と
言
え
る
。
　
　
　

一

臼
杵
と
菅
尾
裔
崖
仏
は
造
像
技
法
が
類
似
し
て
い
て
ほ
ぼ
同
じ
時
期
と
み
ら
れ
、
平
安
後
期
十
二
世
紀
末
、
藤
末
鎌
初
の
代
表
的
　
　
６

彫
刻
と
み
て
よ
い
。
そ
の
造
像
に
は
中
央
仏
師
又
は
宇
佐
附
近
に
設
け
ら
れ
た
と
推
理
さ
れ
る
工
房
に
お
い
て
修
練
を
積
ん
だ
木
　
　
・

彫
師
が
あ
た
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
代
表
的
裔
崖
仏
の
中
で
豊
後
高
出
市
の
熊
野
石
仏
の
場
合
は
、
そ
の
大
き
さ
と
造
顕
技
法
の
上
か
ら
県
南
の
も
の
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
こ
の
主
尊
は
大
日
如
来
と
伝
え
ら
れ
、
豊
後
磨
崖
仏
の
中
で
も
刀
法
の
鮮
や
か
な
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
臼
杵
磨
崖
仏
は
、
前
述
の
如
く
通
称
豊
後
裔
崖
仏
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
で
、
こ
の
石
仏
の
謎
解
は
数
多
く
の
裔
崖
仏
造

顕
の
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
ま
で
造
顕
の
理
由
、
そ
の
年
代
、
技
法
、
作
者
、
そ
し
て
願
主
な
ど
に
つ
い
て
の
す
べ
て
は

謎
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
謎
解
に
挑
戦
し
た
先
輩
学
者
の
優
れ
た
見
解
も
多
い
。
そ
の
多
く
は
造
立
時
代
を
歴
史
環
境
か
ら
考

察
し
た
り
、
仏
教
美
術
的
研
究
に
も
と
ず
く
技
法
、
形
態
学
の
立
場
を
取
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
最
近
こ
れ
ら
の
問
題
に
義
軌
の
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研
究
を
深
め
、
加
え
て
考
古
学
的
検
討
を
加
え
た
研
究
も
進
め
ら
れ
て
来
た
。
石
仏
地
帯
か
ら
出
土
す
る
外
来
陶
器
の
研
究
や
工

房
趾
研
究
、
遺
物
に
は
理
科
学
的
検
査
も
必
要
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
に
加
え
て
磨
崖
仏
造
像
の
基
礎
と
な
る
伽
藍
、
窟
仏

や
磨
崖
仏
に
つ
い
て
、
中
国
、
韓
国
の
そ
れ
と
の
対
比
検
討
も
必
要
と
な
っ
た
。
学
際
的
研
究
に
加
え
て
国
際
的
研
究
の
成
果
を

あ
る
程
度
ふ
ま
え
て
臼
杵
磨
崖
仏
の
造
顕
の
問
題
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
小
論
は
昭
和
二
十
三
年
、
戦
後
は
じ
め

て
臼
杵
磨
崖
仏
を
訪
れ
、
以
後
長
期
間
の
あ
ら
ゆ
る
調
査
に
関
係
す
る
こ
と
が
で
き
た
筆
者
の
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
研
究
の
概
論

天郎
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第１図　臼杵石仏配置図

一大分の古美術(文化庁作成)より転写－

　(古園石仏は図面の関係で東向に図示され

ているが、東南向きに配列されている｡)
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で
も
あ
る
。
本
橋
各
項
目
に
つ
い
て
の
詳
報
は
近
く
ま
と
め
た
う
え
で
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
、
臼
杵
磨
崖
仏

　
国
東
半
島
以
南
、
大
分
川
や
大
野
川
の
流
域
と
海
部
一
帯
が
豊
後
磨
崖
仏
の
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
臼
杵
石
仏
は
豊
後

水
道
に
沿
っ
た
リ
ア
ス
式
海
岸
の
入
江
の
奥
詰
め
を
臼
杵
川
に
沿
っ
て
西
に
四
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
。
石
仏
一
帯
は
、
深
田
の
集

落
に
近
い
小
盆
地
で
、
疑
灰
岩
の
磨
崖
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
。
磨
崖
仏
は
こ
の
盆
地
周
辺
の
懸
崖
の
う
ち
、
条
件
の
よ

い
地
点
を
え
ら
ん
で
造
顕
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
盆
地
南
部
に
は
左
右
が
小
谷
で
は
さ
ま
れ
た
天
目
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
山
頂
近
く
に
日
吉
社
（
山
王
権
現
を
祀
る
）
が
あ
る
。
こ
の
　
　
８

大
日
山
の
北
麓
と
、
西
側
小
谷
を
挟
ん
で
主
要
な
磨
崖
仏
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
北
麓
の
古
園
石
仏
は
総
高
二
・
八
六
メ
ー
ト
ル
の
　
　
一

人
口
如
来
（
金
剛
界
）
を
中
心
に
五
如
来
四
菩
薩
二
明
王
・
二
天
を
一
列
に
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
の
磨
崖
仏
は
下
部
に
断
層
が

あ
り
、
粘
土
と
な
る
た
め
全
容
を
製
作
で
き
ず
、
上
半
身
の
み
の
像
が
多
い
。
わ
ず
か
に
大
日
と
左
端
の
多
聞
天
に
は
下
部
を
別

の
石
で
彫
刻
し
て
寄
せ
合
わ
せ
て
い
る
。
大
日
如
来
を
中
心
に
如
来
・
観
音
・
勢
至
・
普
賢
・
文
殊
な
ど
菩
薩
の
代
表
を
並
べ
、
降
三

世
、
不
動
明
王
を
左
右
に
配
し
て
左
右
端
に
多
聞
、
増
長
の
二
天
を
も
っ
て
守
護
に
あ
た
ら
し
め
て
い
る
。
そ
の
彫
刻
は
素
晴
ら

し
く
臼
杵
石
仏
の
圧
巻
で
あ
る
。

　
大
日
山
の
西
麗
に
山
王
石
仏
が
あ
る
。
通
称
釈
迦
三
尊
で
、
薬
師
・
阿
弥
陀
の
二
尊
を
左
右
に
配
し
、
主
尊
は
童
顔
に
彫
刻
さ
れ
、

総
高
は
二
・
七
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
疑
灰
岩
は
熔
結
岩
で
一
部
は
砂
の
よ
う
に
も
ろ
く
、
保
存
の
困
難
な
と
こ
ろ
で
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第２図　大日如来（古園石仏）

あ
る
。
山
王
石
仏
と
小
谷
を
挾
ん
で
対
峠
し
て
ホ
キ
の
磨

崖
仏
群
が
あ
る
。
ホ
キ
石
仏
一
群
は
四
叢
か
ら
な
り
、
そ

の
∵
二
寵
の
彫
刻
は
古
い
。

　
一
叢
は
釈
迦
三
尊
で
左
に
阿
弥
陀
・
右
に
薬
師
を
配
置

す
る
が
二
叢
に
次
ぐ
時
代
の
作
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
二
叢
は
阿
弥
陀
を
中
心
と
す
る
如
来
三
尊
の
坐
像
で
、

左
に
釈
迦
、
右
に
薬
師
を
配
置
す
る
。
中
尊
阿
弥
陀
は
像

高
丁
七
八
メ
ー
ト
ル
、
裳
掛
け
座
に
坐
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ホ
キ
石
仏
二
群
は
、
二
二
叢
か
ら
な
る
。
一
叢
は
阿
　
　
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

弥
陀
三
尊
で
、
中
尊
が
像
高
二
・
七
八
メ
ー
ト
ル
を
計
か
る

大
形
の
磨
崖
坐
像
で
あ
る
。
左
に
観
音
、
右
に
勢
至
を
配

置
し
、
剥
落
し
た
不
動
、
後
刻
の
地
蔵
二
体
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
阿
弥
陀
三
尊
は
、
古
園
石
仏
の
大
日
と
と
も
に
流

麗
且
つ
観
想
的
な
、
美
し
さ
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
二
叢
は
九
品
弥
陀
と
観
音
、
勢
至
の
二
菩
薩
、
持
国
、

多
聞
の
二
天
を
配
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
剥
落
が
多

く
、
尊
形
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
央
の
一
体
は
坐
像
で
、



来
迎
印
が
み
ら
れ
、
「
九
品
仏
」
又
は
「
九
体
仏
」
で
あ
る
。

　
臼
杵
石
仏
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
数
の
彫
刻
が
あ
る
が
、
古
園
大
目
玉
尊
の
十
三
体
、
山
王
の
釈
迦
三
尊
、
ホ
キ
ー
群
二
寵

の
阿
弥
陀
三
尊
（
如
来
形
三
尊
）
、
ホ
キ
ニ
群
阿
弥
陀
三
尊
を
含
め
た
四
群
二
十
一
体
の
諸
像
が
造
期
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
石
仏
の
他
に
注
目
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ホ
キ
ー
群
石
仏
に
近
い
中
尾
の
丘
に
、
一
石
造
の
五
輪
塔
二
基
が
あ
る
。
こ
の
二
基

の
う
ち
一
基
は
総
高
∵
五
一
メ
ー
ト
ル
で
各
部
に
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
の
五
火
種
字
を
も
ち
、
地
軸
に
左
の
銘
文
が
あ

　
「
嘉
唐
弐
年
騨
、
七
月
二
十
三
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
小
形
の
五
輪
塔
は
総
高
一
・
〇
四
メ
ー
ト
ル
で
、
地
軸
に
は
、
「
千
部
如
法
経
願
土
遍
照
金
剛
ド
ロ
承
安
二
年
詰
八
月
十
五
目
匹
　
　
1
0

四
」
と
あ
り
、
本
塔
の
造
立
が
、
如
法
経
を
納
め
る
た
め
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
如
法
経
す
な
わ
ち
法
華
経
を
書
写
し
ヽ
供
　
　
一

養
す
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
『
玉
葉
』
に
み
え
る
後
白
河
法
皇
の
仙
人
御
所
で
の
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）

八
月
十
五
日
よ
り
の
如
法
供
養
は
、
仏
教
破
滅
に
備
え
る
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
五
輪
塔
の
承
安
二
年
の
如
法
供
養
も
同
義
と
考
え
、
石
仏
造
顕
そ
の
も
の
が
仏
法
供
養
で
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え

　
日
古
塔
は
宝
箇
印
塔
の
古
式
形
で
巨
石
上
に
組
み
立
て
ら
れ
、
五
個
の
石
造
の
積
み
重
ね
で
総
高
四
・
ニ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
特

に
塔
身
は
稀
な
構
造
で
、
天
沼
博
士
を
し
て
石
厨
子
と
呼
ば
し
め
た
如
く
、
周
辺
に
幣
軸
が
刻
印
さ
れ
、
内
は
深
く
え
ぐ
ら
れ
て

梯
形
の
平
面
を
有
し
室
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
優
美
な
石
塔
で
、
呉
越
王
銭
倣
の
金
剛
小
塔
の
形
か
ら
で
て
い
る
と
称
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さ
れ
る
。
造
顕
は
鎌
倉
初
期
と
推
理
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
推
定
が
ま
た
、
先
の
如
法
塔
（
承
安
二
年
五
輪
塔
）
と
の
関
係
で
、
臼
杵

磨
崖
仏
の
造
顕
完
成
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
建
造
物
で
あ
る
。

　
さ
て
臼
杵
磨
崖
仏
の
造
顕
を
考
え
る
た
め
に
は
通
称
満
月
寺
の
こ
と
が
気
に
な
る
。
僧
蓮
城
は
満
月
寺
を
創
設
し
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
を
伝
え
る
記
録
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
五
院
を
整
備
し
た
伽
藍
建
立
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
記
録

の
代
表
的
な
も
の
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
『
豊
鐘
善
鴫
録
』
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
『
豊
後
国

志
』
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
満
月
寺
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
著
者
は
深
田
地
区
を
探
索
し
た
形
跡
が
あ
り
、
実

地
に
お
い
て
詮
索
し
た
結
果
と
み
ら
れ
る
の
で
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
満
月
寺
と
い
う
寺
を
記
録
か
ら
証
明
し
、
石
仏

の
造
顕
ま
で
具
体
的
に
推
理
す
る
こ
と
は
現
在
の
段
階
で
は
無
理
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
石
仏
造
顕
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
し
て
、
記
録
や
金
石
文
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ず
れ
も
推
察
の
域
を
出

な
い
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
よ
り
「
臼
杵
磨
崖
仏
周
辺
公
園
整
備
計
画
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
範
囲

の
学
術
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
発
掘
は
通
称
満
月
寺
趾
（
現
寺
域
）
か
ら
盆
地
中
央
、
古
園
石
仏
前
庭
に
及
び
注

目
す
べ
き
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

二
、
磨
崖
仏
地
域
の
発
掘

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
よ
り
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
ま
で
七
次
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
遺
構
、
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
。
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調
査
は
盆
地
東
側
に
現
存
す
る
満
月
寺
に
接
し
て
西
側
の
調
査
区
か
ら
は
じ
め
、
こ
こ
で
建
物
趾
の
一
部
が
み
つ
か
っ
た
。
そ
の

結
果
現
存
の
満
月
寺
は
往
古
の
堂
舎
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
遺
構
は
、
新
旧
二
時
期
の
礎
石
列
を
中
心
と
し

礎
石
は
疑
灰
岩
を
も
ち
い
、
根
固
石
な
ど
を
も
ち
い
ず
土
寄
せ
を
お
こ
な
い
固
着
さ
せ
て
い
る
。
柱
間
は
西
側
が
二
こ
五
メ
ー
ト

ル
の
等
間
（
七
尺
）
で
五
間
、
全
長
一
〇
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
南
側
は
隅
柱
（
隅
礎
石
の
心
心
距
離
）
間
が
Ｉ
〇
・
九
〇
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
建
物
趾
は
五
間
、
五
間
の
方
形
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
南
北
列
（
西
側
）
の
礎
石
や
基
壇
は
整

然
と
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
疑
灰
岩
の
礎
石
に
、
珪
岩
質
の
礎
石
を
上
乗
せ
し
た
新
し
い
建
物
趾
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
建

物
趾
は
、
旧
礎
石
上
に
礎
石
を
積
み
上
げ
、
南
、
北
端
を
一
間
延
長
さ
せ
て
七
間
と
し
て
い
る
。
（
七
問
七
間
）
こ
の
新
旧
二
つ
の

建
物
の
細
部
の
状
況
は
、
現
存
す
る
建
物
の
下
部
に
な
り
調
査
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
西
側
の
礎
石
群
及
び
基
壇
の
状
況
か
ら

過
去
二
期
の
堂
舎
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
新
旧
二
期
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
礎
石
の
状
況
や
、
基
壇
の
状
況
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
代
判
定
に
は
、
出

土
の
古
瓦
や
土
師
器
、
陶
器
な
ど
出
土
遺
物
で
考
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
幸
い
に
古
代
・
中
世
に
及
ぶ
古
瓦
の
分
類
は
昭
和
二

十
九
年
（
一
九
五
四
）
よ
り
の
宇
佐
ハ
幡
境
域
弥
勒
寺
遺
跡
の
調
査
に
関
連
し
て
層
位
的
（
文
書
資
料
を
参
考
に
し
て
）
研
究
を
実
施

し
た
。
弥
勒
寺
金
堂
は
、
奈
良
、
平
安
を
へ
て
中
世
に
及
び
各
種
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
遺
物
は
周
辺
遺
跡
か
ら
発
見
さ

れ
る
遺
物
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
標
式
的
存
在
で
あ
る
。

　
旧
満
月
寺
趾
の
建
物
の
創
建
は
、
瓦
葺
の
堂
舎
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
瓦
の
軒
先
に
使
用
さ
れ
た
文
様
瓦
の
う
ち
、
軒

丸
瓦
は
、
細
い
尾
部
が
長
く
、
そ
れ
が
外
側
で
接
続
し
て
圈
線
を
形
成
す
る
。
そ
の
外
側
に
珠
文
列
が
狭
い
間
隔
で
二
Ｉ
配
置
す

る
。
瓦
当
の
径
は
コ
ニ
・
五
セ
ン
チ
で
裏
側
に
は
細
か
い
布
目
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
軌
丸
瓦
に
対
し
て
軒
平
瓦
は
、
二
四
・
八
セ
ン

12



臼杵磨崖仏造顕の背景

＼ 年　代 軒　丸　瓦 軒　平　瓦 丸瓦 平瓦 組み合わせ
のある地区

Ｉ

期

前

半

鎌倉時代

　前　期

◎←

いJ=ジ
Ｉ

類

I

II

Ⅲ

類

現満月寺境内

後

半

鎌倉時代

　後　期

　　Ｓ

南北朝時代

謳
←

貫入

薗ﾆﾆ

吻ΞΞ

ゝ　　　，．

鴉逞詐

現満月寺境内

現満月寺境内

宝腹印塔周辺

古園石仏前庭

湿田地帯

Ｈ

期

室町時代

　前　期

　　Ｓ

　後　期

Ⅳ類

信行

V類

◎

－

Ⅳ類

。｡個数砂

V類

⇒
　tJ

ｎ

類

IV

類

現満月寺境内

現満月寺境内

Ⅲ

期

江戸時代
　/む31
ﾂﾞだ臼｀ → 現満月寺境内

第３図　臼杵石仏地帯より出土した古瓦編年図　　菊田徹の分類による

　　　　　　　　　　　　　－13－



チ
の
横
幅
を
計
り
、
内
部
に
界
線
が
あ
り
、
そ
の
中
に
径
一
セ
ン
チ
の
珠
文
一
四
が
併
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
珠
文
は
中
心
か
ら

右
半
分
が
幾
分
間
隔
が
狭
く
な
り
、
顎
が
や
や
曲
線
的
で
布
目
が
顕
著
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
軒
丸
、
軒
平
二
種
類
の
文
様
瓦
は
と
も
に
特
徴
が
あ
る
が
、
軒
平
瓦
は
宇
佐
弥
勒
寺
金
堂
証
の
出
土
瓦
と
一
致
す
る
。
弥
勒
寺

の
出
土
瓦
は
、
層
位
と
文
書
を
併
せ
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
古
瓦
の
文
様
や
技
術
の
流
行
な
ど
を
検
討
し
て
年
代
を
決
め
た
こ
と
も

あ
り
信
頼
性
が
も
て
る
。
そ
の
資
料
の
中
か
ら
珠
文
を
横
一
列
に
並
べ
る
伝
満
月
寺
跡
、
旧
建
物
証
出
土
の
軒
平
瓦
は
、
弥
勒
寺

金
堂
証
出
土
の
古
瓦
に
一
致
す
る
。
そ
の
年
代
の
判
定
は
、
古
瓦
文
様
の
推
移
や
、
技
術
、
他
地
方
で
の
流
行
、
そ
れ
に
文
献
資

料
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
前
期
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
な
文
献
資
料
は
、
宇
佐
ハ
幡
間
係
文
書
の
う
ち
『
吾

妻
鏡
』
な
ど
が
あ
る
。

　
　
吾
　
妻
　
鑑
　
図
史
大
系

建
久
三
年
正
月
三
日
、
弥
勒
寺
金
堂
焼
亡
、
本
尊
薬
師
像
、
井
日
光
菩
薩
・
毘
沙
門
天
等
為
二
灰
慾

　
　
　
左
弁
官
下
　
　
　
太
宰
府

　
応
任
天
喜
元
例
ハ
幡
宇
佐
大
官
司
宇
佐
公
通
宿
祢
井
弥
勤
寺
相
共
造
官
当
寺
金
堂
一
宇
事

右
得
彼
寺
所
司
等
云
正
月
四
日
解
状
輪
、
謹
検
案
内
、
当
寺
者
大
菩
薩
御
願
、
厳
重
異
他
之
仁
祠
也
、
大
菩
薩
、
薬
師
、
弥
勒
、

為
御
本
尊
、
有
御
託
宣
建
立
、
回
並
、
金
堂
本
尊
者
、
薬
師
、
講
堂
本
尊
者
、
弥
勒
也
、
御
願
仏
事
、
宇
佐
官
神
官
、
弥
勒
寺
所

司
、
相
並
勤
行
之
、
先
正
月
元
三
日
夜
者
、
金
堂
御
行
、
是
則
宇
佐
官
御
修
正
也
、
於
宝
前
発
願
、
結
願
、
有
之
当
御
堂
素
、
奉
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臼杵磨崖仏造顕の背景

安
置
大
菩
薩
御
正
解
之
上
、
三
箇
夜
之
間
、
毎
夜
自
宇
佐
本
宮
、
黄
金
御
正
解
御
行
、
宮
司
神
官
列
参
、
又
寺
家
所
司
供
僧
、
為

用
僧
被
行
之
、
商
各
三
箇
夜
宛
剋
、
御
修
正
早
、
黄
金
御
正
体
還
御
本
宮
之
後
、
所
司
神
宮
各
退
出
之
間
、
有
此
事
、
先
召
問
当

番
長
講
神
兼
之
処
、
中
云
、
御
修
正
解
、
休
恵
一
寝
之
程
、
此
火
出
来
者
、
於
元
発
者
不
知
絵
之
、
但
自
正
面
二
間
庇
、
燃
上
之

時
見
付
壮
、
鎬
考
旧
貫
、
天
平
年
中
草
創
以
来
、
歴
四
百
余
廻
春
秋
之
間
、
仁
和
永
承
ニ
ケ
度
有
焼
失
云
々
其
各
数
宇
堂
々
払
地
、

併
成
灰
燦
ノ
、
商
今
度
只
、
金
堂
壱
宇
炎
上
、
抑
四
面
在
堂
塔
、
相
去
此
槍
所
謂
、
東
面
有
経
蔵
、
中
間
四
丈
六
尺
、
南
面
有
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丈
）

三
重
西
三
重
両
塔
、
中
間
各
四
丈
、
西
面
有
鐘
桜
、
中
間
四
丈
六
尺
、
北
面
有
講
堂
、
中
間
四
尺
、
金
堂
安
中
央
、
壇
上
殊
高
、

虹
梁
株
天
、
当
堂
炎
上
之
日
、
四
面
堂
舎
壱
宇
不
可
残
早
、
千
時
大
雨
徐
降
、
商
況
酒
屋
、
厳
風
尚
不
吹
、
而
炎
光
直
音
、
加
以
、

於
境
外
、
或
有
不
降
雨
之
所
、
或
有
疾
風
吹
之
村
ノ
、
爰
至
干
当
伽
藍
之
蜀
、
風
雨
応
立
之
条
、
炎
火
之
中
可
謂
奇
特
歎
、
倚
案
　
　
一

物
ヽ
去
元
暦
元
年
七
月
ヽ
豊
後
％
+
F
乱
入
宇
佐
官
Ｎ
Ｉ
’
宮
寺
併
成
汗
織
地
畢
ヽ
其
時
寺
家
同
可
被
清
祓
行
之
由
ヽ
所
司
頻
雖
　
　
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

令
申
、
無
其
沙
汰
令
黙
止
早
、
而
適
大
菩
薩
御
座
、
御
堂
一
宇
炎
上
之
条
、
若
是
神
慮
令
然
欺
、
凡
鎮
護
国
家
道
場
也
、
速
欲
被

経
奏
聞
、
価
所
司
等
参
洛
之
程
、
不
易
日
不
改
時
、
先
以
脚
力
言
上
事
由
、
者
左
大
臣
立
奉
勅
、
依
諸
卿
定
中
、
堂
宇
責
任
天
喜

例
、
令
大
宮
司
井
寺
司
等
造
営
、
於
院
内
堂
巳
下
者
、
宇
佐
遷
宮
以
後
、
任
先
例
、
令
修
補
之
責
府
立
承
知
依
知
依
宣
行
之

　
　
建
久
三
年
十
二
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
史
小
槻
宿
祢

　
　
右
中
弁
平
朝
臣
在

左
弁
官
下

太
宰
府

応
且
依
天
喜
官
府
且
任
建
久
宣
旨
仰
大
官
寺
宇
佐
宿
祢
公
仲
令
造
官
ハ
幡
宇
佐
官
弥
勒
寺
金
堂
半
分
事



右
得
彼
寺
所
司
等
去
月
廿
日
解
状
鋳
、
謹
検
案
内
、
当
寺
者
依
大
菩
薩
御
託
宣
、
天
平
年
中
草
創
、
金
堂
安
置
薬
師
如
来
、
講
堂

鎮
坐
弥
勒
慈
尊
、
各
丈
六
金
容
、
殊
厳
重
伽
藍
也
、
件
金
堂
五
間
四
面
、
当
寺
検
校
与
宇
佐
宮
司
相
分
半
分
、
二
間
半
、
令
造
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

者
先
例
也
、
且
天
喜
元
年
、
官
符
支
配
明
鏡
也
、
而
金
堂
去
佳
久
二
年
失
火
出
来
炎
上
畢
、
同
三
年
任
天
喜
之
例
、
又
寺
司
宮
司

各
半
分
可
造
営
之
、
至
干
諸
堂
塔
者
可
支
配
管
国
之
由
、
被
下
宣
旨
早
、
其
後
無
何
遅
怠
之
間
、
同
五
年
六
年
九
年
相
抒
、
四
ケ

度
被
下
、
綸
旨
、
其
状
案
文
度
々
令
進
覧
早
、
此
内
金
堂
半
分
、
為
宇
佐
大
宮
月
役
之
処
、
宮
司
等
或
逝
去
、
或
不
落
居
□
諸
推

移
早
、
爰
公
仲
宿
祢
、
補
大
宮
司
、
於
今
者
早
任
宣
下
之
状
、
当
堂
半
分
、
不
日
可
逆
造
営
之
由
、
欲
被
仰
下
、
者
権
大
納
言
源

朝
臣
通
具
宣
奉
勒
依
請
者
、
府
立
承
知
依
、
宣
行
之

　
　
建
保
三
年
九
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
史
小
槻
宿
祢

　
　
少
弁
藤
原
朝
臣

　
右
の
建
久
三
年
の
回
録
後
に
使
用
さ
れ
た
瓦
が
、
界
線
内
に
大
型
の
珠
文
列
を
横
一
列
に
配
置
す
る
軒
平
瓦
で
あ
る
。
宇
佐
弥

勒
寺
と
満
月
寺
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
分
明
し
な
い
が
、
こ
の
瓦
が
相
互
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
、

し
か
毛
こ
の
瓦
が
伝
満
月
寺
の
創
佳
瓦
と
み
て
よ
い
。
こ
の
瓦
が
宇
佐
弥
勒
寺
建
久
三
年
回
録
後
に
使
用
さ
れ
た
と
し
て
、
か
り

に
こ
れ
を
「
建
久
瓦
」
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
過
去
七
度
の
満
月
寺
跡
の
各
堂
舎
証
の
調
査
で
、
こ
の
「
佳
久
瓦
」
よ

り
古
い
古
瓦
、
土
師
、
輸
入
陶
器
な
ど
の
出
土
が
な
い
こ
と
は
、
伝
満
月
寺
の
創
建
が
鎌
倉
初
期
を
出
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

　
次
に
満
月
寺
と
磨
崖
仏
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
古
い
彫
刻
と
み
ら
れ
る
古
園
石
仏
附
近
の
発
掘
状
況
を
み
て

み
よ
う
。
古
園
遺
跡
前
の
発
掘
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
昭
和
期
の
佳
物
証
の
ほ
か
、
三
間

16
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臼杵磨崖仏造顕の背景

（1950年）建物趾，礎石露出状況第５図　古園石仏前の発掘

七
間
の
建
物
が
覆
堂
の
役
割
を
な
し
て
い
る
。
中
央
の
一

間
は
他
の
六
間
よ
り
も
広
く
三
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
で
、
他
は

二
・
四
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
桁
行
の
長
さ
は
一
七
・
五

五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
梁
間
は
三
間
で
岩
に
取
り
付
く
柱

間
の
寸
法
は
計
算
で
き
ぬ
か
ら
、
前
二
聞
か
二
・
二
五
メ
ー

ト
ル
で
四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
十
Ｑ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ

の
磨
崖
仏
に
そ
っ
た
横
長
の
覆
堂
は
満
月
寺
趾
と
同
じ

く
、
旧
礎
石
上
に
新
礎
石
が
上
乗
せ
し
て
あ
り
、
二
時
期
　
　
一

の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
も
明
ら
か
に
二
時
期
　
　
づ

を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
創
設
は
「
建
久
瓦
」
の
出
土
で
上
限

が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
古
園
石
仏
前
の
建
物
趾
は
新
旧
二
時
期
と
考
え
ら
れ
、

下
部
に
礎
石
を
安
置
し
た
の
は
鎌
倉
初
期
「
建
久
瓦
」
が

そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
伝
満
月
寺
趾

の
創
設
と
同
じ
時
期
に
な
ろ
う
。
古
園
石
仏
群
前
の
発
掘

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
磨
崖
仏
造
顕
工
事
に
お
い
て
岩
面

の
掘
削
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
岩
屑
を
敷
き
詰
め
て
前
庭



第６図　現満月寺境内より出土した軒平瓦（鎌倉前期）

を
造
成
し
、
平
坦
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
前
庭
に
礎
石
を
安
置

し
て
磨
崖
仏
覆
堂
を
建
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
覆
堂
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、

磨
潅
仏
を
岩
面
を
含
め
て
包
み
込
み
、
覆
堂
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
覆
堂
は
近
代
の
建
物
趾
を
除
く
と
新
旧
二
期
の
礎
石
が
み
ら
れ
、
瓦
や
、
土
師
器
な

ど
か
ら
み
て
創
設
は
鎌
倉
初
期
、
二
度
目
の
建
替
え
は
鎌
倉
後
期
と
み
ら
れ
る
。

　
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
以
降
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
た
石
仏
周
辺
の
調
査
は
、
伝

満
月
寺
境
内
、
目
古
塔
一
帯
、
盆
地
中
央
の
顕
田
地
帯
、
古
園
磨
崖
仏
地
帯
な
ど
広
い

範
囲
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
各
地
の
調
査
区
か
ら
遺
構
が
み
つ
か
り
、
数
多
く
の
遺
物
が
　
　
一

出
土
し
た
。
伝
満
月
寺
趾
や
目
古
塔
附
近
に
は
建
物
趾
が
、
湿
田
地
帯
で
は
、
生
活
趾
　
　
2
0

又
は
工
房
地
帯
と
推
理
さ
れ
、
古
園
石
仏
一
帯
で
は
覆
堂
舎
趾
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
こ

れ
ら
の
地
帯
で
は
、
主
に
鎌
倉
前
期
か
ら
室
町
後
期
、
コ
ー
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
頃

ま
で
の
遺
物
が
集
中
し
、
こ
の
間
に
多
く
の
遺
物
が
存
在
し
た
。

　
伝
満
月
寺
の
創
立
を
一
部
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
平
安
時
代
以
前
と
す
る
こ
と
は
考

古
学
的
研
究
か
ら
し
て
否
定
さ
れ
る
。
遺
跡
の
状
況
又
は
遺
物
の
考
察
か
ら
み
て
上
限

は
鎌
倉
前
期
と
み
て
よ
く
、
周
辺
に
存
在
す
る
磨
崖
仏
の
創
設
に
つ
い
て
の
再
考
が
必

要
と
な
る
。

　
臼
杵
磨
崖
仏
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
論
説
さ
れ



臼杵磨崖仏造顕の背景

て
き
た
。
そ
の
問
題
を
企
史
考
古
学
の
見
地
か
ら
推
論
す
る
と
、
ホ
キ
石
仏
一
群
背
後
の
五
輪
塔
二
基
の
形
式
、
造
立
技
法
、
そ

れ
に
造
塔
理
由
の
銘
文
刻
入
が
あ
る
。
こ
の
金
石
文
の
判
読
は
石
仏
造
営
の
一
問
題
を
提
起
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
更
に
伝

満
月
寺
趾
の
日
古
塔
の
形
式
も
特
異
で
、
そ
の
造
立
技
法
や
形
式
か
ら
み
て
も
、
鎌
倉
初
期
説
は
動
く
ま
い
。
と
す
る
と
、
五
輪

塔
造
立
か
ら
日
古
塔
造
立
ま
で
の
間
は
、
先
の
「
如
法
理
経
」
の
金
石
文
と
、
「
建
久
瓦
」
か
ら
推
論
す
る
石
仏
切
り
初
め
か
ら
完

成
ま
で
と
一
致
す
る
。
「
津
久
瓦
」
の
使
用
と
日
古
塔
の
造
立
を
履
屋
を
含
め
た
臼
杵
石
仏
の
完
成
期
と
す
れ
ば
、
お
り
か
ら
豊
後

に
お
け
る
初
代
大
友
入
府
と
期
を
合
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
三
、
磨
崖
仏
創
設
の
年
代
的
考
察

　
磨
崖
仏
の
年
代
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
す
史
料
や
、
金
石
文
な
ど
は
九
州
地
方
で
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
磨
　
　
ぺ

崖
仏
を
寺
と
考
え
る
こ
と
が
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
か
し
、
磨
崖
仏
が
寺
の
境
内
に
つ
く
ら
れ
た
例
は
中
国
に

は
数
多
く
み
ら
れ
る
し
、
古
く
は
雲
岡
石
仏
の
よ
う
に
石
仏
寺
と
し
て
も
類
例
が
多
い
。
そ
し
て
そ
の
造
顕
に
関
す
る
記
録
も
割

合
に
豊
富
に
あ
る
こ
と
を
考
え
に
い
れ
る
と
、
わ
が
国
の
磨
崖
仏
は
た
し
か
に
特
殊
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
臼
杵
石

仏
の
場
合
は
、
考
古
や
美
術
史
の
研
究
が
進
み
、
造
顕
に
関
す
る
問
題
を
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
磨
崖
仏
で
創
立
年
代
が
記
録
や
金
石
文
か
ら
明
ら
か
な
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
『
宇
佐
大
鏡
』
（
宇
佐
ハ
幡

文
書
）
の
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
文
書
は
大
分
市
郊
外
の
岩
屋
寺
石
仏
に
関
す
る
間
接
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
と
も
か
く
こ
の
時
代
の
記
録
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

　
四
至
東
限
市
河
、
南
限
岩
屋
寺
前
、
西
限
高
坂
横
道
、
北
限
市
河
井
田
中
寺
。



と
あ
っ
て
「
岩
屋
寺
」
と
い
う
文
宇
が
み
え
る
。
こ
の
附
近
に
は
「
岩
屋
寺
石
仏
」
と
「
元
町
石
仏
」
の
二
つ
が
あ
っ
て
、
ど
ち

ら
も
美
術
的
に
み
る
と
平
安
後
期
の
彫
刻
と
言
わ
れ
て
お
り
、
両
者
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
れ
ば
よ
い
。
こ
の
記
録
か
ら
す
る
と
、

天
喜
年
中
に
は
す
で
に
石
仏
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
『
宇
佐
大
鏡
』
は
石
仏
道
床
に
と
っ
て
は
大
切
な
記
録

と
い
え
る
。
そ
し
て
豊
後
府
崖
仏
の
う
ち
で
は
平
安
後
期
道
像
の
確
実
な
記
録
で
あ
る
。
ま
た
「
岩
屋
寺
」
と
い
う
文
字
か
ら
、

府
崖
仏
を
本
尊
と
す
る
「
石
仏
寺
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
で
る
「
岩
屋
寺
」
が
「
岩
屋
寺
石
仏
」
か

　
回
元
町
石
仏
」
か
の
推
理
は
今
後
に
埃
と
う
。

　
石
仏
そ
の
も
の
に
刻
銘
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
奈
良
市
有
日
出
石
切
峠
西
側
の
通
称
穴
仏
、
金
剛
界
五
仏
の
大
日
像
左
側
に

深
い
筆
太
の
陰
刻
銘
が
あ
る
。

　
「
久
寿
三
季
八
月
廿
日
始
道
之
作
者
今
如
房
願
竟
」

　
ま
た
、
同
所
の
阿
弥
陀
如
来
向
か
っ
て
七
百
上
に
墨
書
銘
が
あ
り
、
「
保
元
二
年
廿
月
廿
七
日
仏
道
始
四
月
廿
一
日
開
眼
」
と
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
金
石
文
は
久
寿
三
年
（
一
一
五
五
）
と
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
に
石
仏
を
彫
り
は
じ
め
た
こ
と
を
記
録
し
た
も
の

で
注
目
さ
れ
る
。
特
に
保
元
二
年
の
墨
書
銘
は
三
ケ
月
弱
の
日
子
を
要
し
て
完
成
さ
れ
て
お
り
、
石
仏
道
顕
に
か
ん
し
て
仕
上
げ

ま
で
の
記
録
と
し
て
注
目
し
た
い
。
仕
上
げ
ま
で
の
ロ
子
は
像
容
の
大
小
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
も
大
き
く
違
う
は
ず
で
あ
る
が
、

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
『
宇
佐
大
鏡
』
に
み
る
「
岩
屋
寺
石
仏
」
又
は
「
元
町
石
仏
」
の
例
、
奈
良
春
日
山
石
切
峠
の
例
は
、
い
ず
れ
も
平
安
後
期
に

集
中
し
、
わ
が
国
府
崖
仏
道
像
が
こ
の
時
期
を
盛
期
と
す
る
証
拠
で
あ
る
。
わ
が
国
磨
崖
仏
最
初
の
造
像
例
と
し
て
『
常
陸
風
土

記
』
の
一
例
が
あ
る
。

22
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国
宰
　
川
原
宿
禰
黒
麻
呂
時
　
大
海
之
辺
石
壁
彫
造
観
世
音
菩
薩
像
　
今
存
矣
　
困
銭
洲
演
」

と
あ
り
、
今
に
有
り
と
あ
る
の
で
『
風
土
記
』
成
作
時
に
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
存
在
し
た
例
で

あ
ろ
う
。
特
に
川
原
宿
禰
黒
麻
呂
は
大
和
漢
氏
の
出
で
一
族
と
と
も
に
大
和
川
原
寺
の
創
主
者
で
あ
る
。
こ
の
点
で
石
壁
（
磨
崖
）

と
あ
る
の
は
仏
像
を
彫
刻
し
た
こ
と
を
し
め
す
記
録
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
磨
崖
仏
は
現
在
存
し
な
い
が
、
一
説
に
は
日
立
市
小

第７図　承安２年（II72）在銘五輪塔と「如法理経」

　　　　の銘文

木
津
大
田
尻
観
泉
寺
に
あ
る
石
仏

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
磨
崖
仏
に
関
す
る
記
録
は
こ
の

よ
う
に
少
く
、
そ
れ
を
道
順
せ
し
　
　
一

め
た
理
由
ま
で
記
し
た
も
の
は
な
　
　
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
。
し
か
し
、
奈
良
春
日
山
石
切

峠
の
例
は
道
顕
の
日
子
を
述
べ
て

い
る
点
で
興
味
深
い
。
石
仏
で
は

な
い
が
、
大
分
県
佐
伯
市
郊
外
弥

生
町
小
倉
の
磨
崖
石
塔
群
の
一
つ

に
、
製
作
期
間
を
記
し
か
銘
文
を

も
つ
例
が
あ
る
。
小
倉
磨
崖
石
塔

群
は
、
宝
塔
七
基
五
輪
塔
三
十
四



基
よ
り
な
る
も
の
で
、
塔
造
顕
に
関
す
る
銘
文
は
三
ケ
所
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
供
養
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
二
基
の
宝
塔
は
、
願
主
「
能
海
」
が
、
自
身
の
逆
善
と
、
「
西
妙
一
百
日
」
の
追
善
供
養
の
た
め
起
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
長
文
の
刻
銘
の
な
か
に
、

　
「
嘉
暦
四
年
己
巳
八
月
六
日
切
初
之
同
十
二
日
起
立
了
同
十
六
日
供
養
」

と
あ
り
、
七
日
間
で
完
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
宝
塔
は
、
総
高
丁
ハ
メ
ー
ト
ル
の
各
部
整
美
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奈

良
春
日
石
切
峠
の
仏
像
は
三
ケ
月
弱
を
よ
う
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
の
直
接
対
比
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
各
部
整
美
さ
れ
た
塔

は
仏
像
に
比
す
べ
き
技
術
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
石
仏
・
石
塔
に
つ
い
て
は
、
そ
の
銘
文
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
見
当
が
つ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
臼
杵
石
仏
に
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
資
料
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
ギ
ー
群

石
仏
群
の
存
在
す
る
丘
陵
上
の
二
基
の
五
輪
塔
銘
文
に
注
目
し
た
い
。
銘
に
は
そ
れ
ぞ
れ
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
と
承
安
二
年
（

一
一
七
二
）
に
造
立
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
平
安
後
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
承
安

二
年
の
Ｉ
基
は
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
銘
文
を
み
る
と
、

　
「
千
部
如
法
願
主
遍
照
金
堂
円
□
、
承
安
二
詰
八
月
十
五
日
数
」

と
あ
る
。
こ
の
文
面
か
ら
、
こ
の
五
輪
塔
が
写
経
理
納
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
写
経
理
納
は
末
法
思
想
に
よ
り
、

弥
勒
下
生
ま
で
仏
法
を
保
護
す
る
目
的
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仏
法
そ
の
も
の
の
供
養
の
た
め
追
塔
と
み

て
よ
い
。
ち
な
み
に
承
安
二
年
は
人
末
法
の
永
承
七
年
か
ら
Ｔ
一
〇
年
の
後
に
あ
た
り
、
理
経
の
盛
ん
な
時
期
で
あ
る
。
承
安
二

年
は
中
央
に
お
い
て
藤
原
氏
と
興
福
寺
の
間
に
争
い
が
起
こ
っ
た
年
で
も
あ
り
、
地
元
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
十
三
年
後
に
豊
後
武

24一
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士
団
の
棟
梁
緒
方
推
栄
が
宇
佐
ハ
幡
に
乱
入
し
、
八
幡
宮
及
び
弥
勒
寺
を
全
焼
さ
せ
、
神
人
三
名
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
起

こ
っ
て
、
末
法
の
不
安
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。

　
大
分
市
岩
屋
寺
又
は
元
町
石
仏
の
存
在
を
記
録
し
た
宇
佐
大
鏡
は
、
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
で
あ
る
が
、
入
末
法
は
そ
れ
よ
り

一
年
前
の
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
に
あ
た
る
。
入
末
法
か
ら
三
〇
年
後
の
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
に
は
富
士
山
が
噴
火
し
て
世
情

は
騒
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
国
東
六
郷
満
山
本
山
本
寺
津
波
戸
山
水
月
寺
近
く
で
、
写
経
と
理
納
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。
（
永
保
三
年
コ
○
八
三
）
九
月
二
十
三
日
津
波
戸
山
於
供
養
」
と
刻
銘
さ
れ
た
経
筒
は
極
度
に
末
法
を
意
識
し
た
と
い
え

る
が
、
富
士
山
の
噴
火
に
も
起
因
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
岩
屋
寺
又
は
元
町
石
仏
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
造
立
さ
れ
た

も
の
と
み
て
よ
い
。

　
臼
杵
中
尾
丘
陵
の
承
安
二
年
在
銘
の
写
経
理
納
も
、
末
法
を
強
く
意
識
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
無
理
が
な
い
。

こ
こ
で
こ
の
承
安
二
年
の
写
経
理
納
が
、
そ
の
場
所
か
ら
推
察
し
て
石
仏
造
営
に
着
手
し
た
理
由
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
と
み
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
平
安
後
期
に
あ
て
る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
石
仏
に
関
係
す
る
範

囲
で
、
嘉
応
・
承
安
の
在
銘
塔
に
よ
っ
て
平
安
末
の
記
念
碑
を
み
た
の
は
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
建
久
三
年
の
回
録

に
よ
る
宇
佐
弥
勒
寺
の
古
瓦
が
、
石
仏
前
の
堂
舎
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
堂
舎
建
設
の
時
期
を
そ
こ
に
置
く
こ
と
の
で
き
る

明
ら
か
な
証
拠
で
あ
る
。
か
り
に
承
安
二
年
切
り
初
め
た
磨
崖
仏
は
覆
堂
舎
を
含
め
て
建
久
三
年
に
完
成
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

間
二
〇
年
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
臼
杵
磨
崖
仏
草
創
が
中
尾
台
の
一
石
五
輪
塔
に
刻
銘
さ
れ
た
承
安
二
年
の
如
法
理
経
に
は
じ
ま
り
、
『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
宇
佐

弥
勒
寺
、
建
久
三
年
の
回
禄
後
に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
建
久
瓦
」
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
伝
満
月
寺
、
古
園
石
仏
の
覆
堂
が
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完
成
さ
れ
た
の
は
鎌
倉
初
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
発
掘
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
鎌
倉
後
期
、
室
町
時
代
の
古
瓦
や
、
土
師
器
な
ど
は
、
ホ
キ
石
仏
一
群
三
森
の
如
来
形
三
尊
（
大
日

中
尊
）
や
同
四
有
の
地
蔵
十
王
な
ど
の
諸
尊
追
刻
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
無
理
な
く
推
理
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
磨
崖
仏
の
創
設
が
如
法
理
経
に
あ
る
と
す
る
と
、
弥
勒
下
生
の
願
望
悲
願
に
よ
る
末
法
思
想
の
中
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
弥

勒
信
仰
に
つ
い
て
は
、
当
麻
寺
の
本
尊
が
有
名
で
あ
り
、
宇
佐
弥
勒
寺
講
堂
の
本
尊
は
丈
六
の
弥
勒
如
来
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
す
で
に
ハ
世
紀
頃
は
多
数
の
弥
勒
如
来
、
菩
薩
形
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。

　
宇
佐
虚
空
蔵
寺
塔
趾
の
壁
面
に
は
弥
勒
の
如
来
形
図
像
を
彫
刻
し
た
簿
仏
が
壁
面
荘
厳
に
も
ち
い
ら
れ
た
。
七
世
紀
に
は
弥
勒

信
仰
が
九
州
で
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
弥
勒
信
仰
を
み
る
と
、
そ
も
そ
も
わ
が
国
に
仏
教
が
公
伝
し
　
　
一

た
と
す
る
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
芹
流
起
資
財
帳
』
に
は
弥
勒
菩
薩
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
弥
勒
に
関
す
る
信
仰
は
深
く
、
各
地
に
　
　
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

秘
め
ら
れ
た
記
録
や
遺
品
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
弥
勒
信
仰
が
如
法
理
経
と
い
う
形
で
、
下
生
説
法
を
行

う
こ
と
を
願
望
と
す
る
の
は
確
か
に
平
安
後
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

四
、
伝
満
月
寺
の
性
格

　
臼
杵
石
仏
が
承
安
二
年
に
写
経
理
納
し
て
五
輪
塔
を
建
立
し
、
石
仏
像
造
の
如
法
に
よ
る
供
養
を
し
て
切
り
は
じ
め
た
と
し
て

ど
れ
く
ら
い
の
日
子
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
上
げ
た
奈
良
春
日
出
石
切
峠
の
記
録
を
全
面
的
に
利
用
し
て
あ
て
る
こ
と
は

無
理
と
し
て
、
一
体
の
像
に
三
ケ
月
弱
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
は
参
考
に
な
る
。
こ
れ
を
臼
杵
石
仏
群
で
、
明
確
に
定
朝
様
、
平
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安
後
期
の
様
式
を
も
つ
、
ホ
キ
ニ
群
一
貪
の
阿
弥
陀
三
尊
、
ホ
キ
ー
群
二
寵
の
三
尊
（
阿
弥
陀
中
尊
）
、
山
王
如
来
三
尊
（
釈
迦
三
尊

と
称
さ
れ
て
ぃ
る
）
、
古
園
大
日
如
来
な
ど
十
三
尊
な
ど
に
あ
て
る
と
ほ
ぼ
平
安
時
代
の
終
末
に
お
さ
ま
る
。
か
く
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に

堂
舎
を
建
立
す
れ
ば
、
切
り
初
め
て
堂
舎
完
了
ま
で
二
〇
年
後
の
建
久
年
間
に
す
べ
て
が
お
わ
る
計
算
に
な
る
。

　
数
多
い
臼
杵
磨
崖
仏
の
う
ち
、
藤
原
様
式
を
も
つ
ホ
キ
ー
群
、
二
群
、
山
王
、
古
園
の
右
に
あ
げ
た
石
仏
の
み
を
あ
げ
て
若
干

の
考
え
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　
写
経
理
納
と
浄
土
思
想
と
は
末
法
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
天
台
に
源
流
が
あ
る
。
西
方
浄
土
の
荘
厳
の
様
子
を
、
定
期
の

阿
弥
陀
如
来
は
最
高
の
芸
術
で
高
め
て
い
っ
た
。
肉
薄
の
彫
刻
と
伏
眼
半
開
の
眼
差
し
は
、
阿
弥
陀
の
相
好
を
美
的
、
観
想
的
に

あ
ら
わ
す
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
阿
弥
陀
浄
土
が
石
仏
造
像
に
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
大
日
山
西

第８図　阿弥陀如来（ホキニ群一哉）

　　　　一西方阿弥如陀－

方
の
谷
の
西
側
に
ボ
ギ
ー
、
二
群
の
阿
弥
陀
三
尊
仏
が

あ
る
。
ホ
キ
ニ
群
一
報
の
三
尊
は
観
音
、
勢
至
を
左
右

に
し
た
が
え
た
所
謂
三
尊
形
式
で
あ
る
。
中
尊
は
二
・
八

九
メ
ー
ト
ル
の
巨
像
で
、
手
の
部
分
は
剥
落
し
て
不
明

で
あ
る
が
、
全
体
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
上
品
上
生
の

結
印
を
と
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
ホ
キ
ー
群
二
報
は
三

如
来
坐
像
で
中
央
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ケ

所
の
磨
生
仏
は
い
ず
れ
も
阿
弥
陀
を
中
心
に
つ
く
ら
れ

て
お
り
、
技
法
的
に
も
優
美
で
あ
っ
て
、
造
顕
の
先
後

一
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関
係
は
付
け
ら
れ
な
い
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
ホ
キ
ニ
群
一
寵
の
そ
れ
は
観
想
的
で
、
木
彫
の
味
が
存
分
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
て
こ
の
ニ
ケ
所
の
阿
弥
陀
三
尊
は
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
西
方
に
位
置
し
て
浄
土
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
そ
の
位
置
か
ら
み
て

明
ら
か
で
あ
る
。
田
村
圓
澄
教
授
は
、
本
来
は
大
神
一
族
の
墓
地
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
推
論
を
く
が
し
て
い
る
。
浄
土
教
に

お
け
る
西
方
思
想
を
意
味
し
、
こ
の
位
置
は
阿
弥
陀
堂
と
考
え
て
よ
い
。

　
山
王
石
仏
は
、
通
称
「
隠
れ
地
蔵
」
と
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
童
顔
を
し
た
石
仏
で
、
地
蔵
の
容
貌
を
し
て
い
る
。
三
尊
形
式
で

こ
れ
ま
で
中
尊
は
釈
迦
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
キ
ー
、
二
群
の
西
方
浄
土
、
阿
弥
陀
堂
か
ら
す
る
と
、
東
方
に
位
置
す
る
薬
師
如

来
を
中
心
と
し
た
三
尊
形
式
と
み
て
よ
い
。
阿
弥
陀
堂
に
対
し
て
、
こ
の
一
群
は
、
薬
師
堂
の
場
所
と
み
て
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
古
園
石
仏
は
南
に
あ
っ
て
、
衆
憎
が
仏
事
を
お
こ
な
う
金
堂
と
考
え
て
よ
い
。
本
尊
は
大
日
如
来
で
、
五
智
如
来
を
彫
刻
し
、
　
　
2
8

菩
薩
、
明
王
、
天
部
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
満
月
寺
は
盆
地
中
央
を
占
め
る
堂
舎
と
磨
崖
仏
覆
堂
を
　
　
一

含
め
た
石
仏
寺
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
満
月
寺
石
仏
寺
の
構
想
は
、
石
仏
各
種
如
来
像
の
配
置
か
ら
盆
地
中
央
の
堂
舎
に
加
え
て
金
堂
、
薬
師
堂
、
阿
弥
陀
堂

な
ど
石
仏
群
が
加
わ
り
、
広
大
な
伽
藍
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
重
要
な
問
題
を
決
定
す
る
た
め
に
古
園
石
仏
前
の
発

掘
は
注
目
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
発
掘
が
行
わ
れ
た
古
画
石
仏
前
の
覆
堂
跡
の
確
認
は
、
こ
の
構
想
を
一
段
と
固
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
古
画

石
仏
の
金
剛
界
大
日
如
来
を
主
尊
と
す
る
諸
像
は
、
金
堂
の
須
弥
壇
に
配
列
さ
れ
た
も
Ｑ
で
、
北
を
向
い
て
い
る
。
御
堂
は
、
こ

の
須
弥
壇
を
含
め
て
南
北
三
間
を
と
り
、
一
部
が
磨
崖
に
懸
け
造
り
と
な
る
。
東
西
は
、
七
間
で
、
そ
の
規
模
は
東
西
一
七
・
五
五
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第９図　薬師如来と推定（山王石仏）

　　　　一東方薬師－

メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
数
え
る
大
き
な

建
物
で
あ
る
。
こ
こ
は
石
仏
の
造
顕
に
あ
た
っ
て
削
り

取
っ
た
石
材
な
ど
を
詰
め
、
そ
の
上
に
土
を
敷
き
込
み
、

礎
石
を
据
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
と
は
傾
斜

の
強
い
部
処
を
こ
の
よ
う
に
平
坦
に
し
て
、
覆
堂
を
建

て
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
石
仏
寺
の
構
想
は
固
着
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
天
台
浄
土
の
根
源
を
比

叡
山
に
求
め
る
と
し
て
、
そ
こ
に
磨
崖
仏
は
無
い
。
そ
　
　
一

し
て
他
に
石
仏
寺
を
意
味
す
る
こ
と
ろ
が
な
い
と
す
る
　
　
2
9

と
、
こ
の
構
想
の
ひ
と
つ
の
弱
点
と
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
臼
杵
磨
崖
仏
を
は
じ
め
と
し
、
大
分
県
中
部
・
南
部
の
も
の
は
、

日
羅
、
蓮
城
の
作
と
い
わ
れ
、
そ
の
共
通
し
た
特
徴
と
し
て
、
石
材
を
も
と
に
し
て
木
彫
風
に
仕
上
げ
る
技
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
石
仏
を
木
彫
に
見
せ
、
天
台
特
有
の
環
境
で
堂
塔
を
配
置
し
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
稀
有
な
こ
と
と
み

え
る
が
、
臼
杵
磨
崖
仏
で
の
解
明
か
ら
次
第
に
明
ら
か
に
な
ろ
う
。



五
、
磨
崖
仏
造
立
者

　
臼
杵
磨
崖
仏
の
創
設
が
平
安
末
期
に
切
り
初
め
、
鎌
倉
初
期
に
覆
堂
を
含
め
て
完
成
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
磨
崖
仏
を
堂
舎
と

し
て
取
り
入
れ
た
「
石
仏
寺
」
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
で
、
磨
崖
仏

の
道
立
者
は
淮
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
に
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
大
分
県
各
地
の
磨
崖
仏
に
つ
い
て
は
、
国
東
半
島
は
主
と
し
て
仁
聞
か
、
大
分
市
周
辺
は
日
羅
が
、
そ
し
て
、
臼
杵
石
仏
は
蓮

城
な
ど
が
作
者
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
い
ず
れ
も
が
磨
崖
仏
道
顕
の
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
豊
後
磨
崖
仏
の
主
な
も
　
　
一

の
は
一
部
を
除
い
て
神
体
出
を
も
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
新
羅
の
神
休
出
と
磨
崖
仏
と
の
関
係
と
何
ら
か
の
　
　
3
0

つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
と
推
理
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
最
近
斉
藤
忠
博
士
は
、
「
韓
国
に
お
け
る
窟
仏
、
磨
崖
仏
と
そ
の
石
工
技
術
の
日
本
へ
の
導
入
に
関
す
る
一
試
考
」
と
題
す
る
論

文
を
草
し
、
韓
国
の
窟
仏
、
磨
崖
仏
が
百
済
、
統
一
新
羅
の
各
時
期
に
発
達
し
た
次
第
を
述
べ
、
つ
い
で
編
年
的
な
序
列
を
整
理

さ
れ
た
。
そ
し
て
韓
国
を
は
じ
め
、
九
州
の
窟
仏
、
磨
崖
仏
が
、
中
国
唐
時
代
に
源
流
を
求
め
る
べ
き
だ
と
し
て
、
聞
元
新
訳
の

経
軌
を
伝
え
た
玄
肪
僧
正
の
活
躍
を
重
視
し
て
い
る
。
博
士
は
慎
重
に
玄
肪
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
も
取
る
べ
き
で
は
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
彼
が
帰
朝
し
た
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
東
大
寺
造
営
ま
で
の
間
に
は
磨
崖
仏
造
営
も
あ
り
得
た
と
し
て
い
る
。

　
斉
藤
忠
博
士
は
こ
の
論
文
で
「
臼
杵
の
窟
仏
、
磨
崖
仏
道
管
の
背
景
」
と
題
す
る
一
項
目
を
設
け
、
「
そ
の
直
接
の
関
係
を
中
国

に
求
め
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
し
て
更
に
「
造
作
に
当
た
っ
た
石
工
が
花
喇
岩
技
術
に
特
殊
な
才
能
を
も
つ
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新
羅
の
石
工
と
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
」
と
し
て
奈
良
時
代
の
半
島
石
工
の
活
躍
の
一
端
を
正
倉
院
御
物
四
神
十

二
支
浮
彫
の
白
石
板
の
銘
文
を
参
考
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

　
小
田
富
士
雄
博
士
の
論
文
「
九
州
の
古
代
寺
院
」
に
は
七
、
ハ
世
紀
の
寺
院
出
土
の
創
建
趾
に
百
済
系
古
趾
の
ほ
か
に
新
羅
系

古
瓦
が
豊
前
一
帯
に
分
布
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
新
羅
系
古
趾
の
分
布
地
帯
を
拡
大
す
る
と
、
広
義
の
豊
後
面
崖
仏
地

帯
と
な
る
。
更
に
新
羅
系
古
趾
を
出
土
す
る
寺
院
の
背
景
に
秦
氏
に
つ
な
が
る
帰
化
大
系
集
団
の
生
活
地
帯
が
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
大
陸
・
半
島
の
仏
教
の
影
響
が
九
州
地
方
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
、
そ
れ
を
面
崖
仏
と
関
係
づ
け

る
考
え
を
明
確
に
し
た
の
は
斉
藤
吉
博
士
の
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
論
文
の
中
で
造
立
工
人
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
し

た
例
は
あ
ま
り
な
く
、
傾
聴
す
べ
き
考
察
で
あ
る
と
思
う
。
筆
者
も
斉
藤
博
士
と
同
じ
く
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
域
の
石
窟
、
磨
崖
　
　
　
一

仏
を
見
学
し
、
同
じ
よ
う
な
考
え
を
も
つ
に
至
っ
て
い
た
。
仏
像
造
像
に
は
義
戦
に
し
た
が
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
や
、
七
―
一
〇
　
　
づ

世
紀
の
磨
崖
仏
に
は
覆
堂
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
石
仏
寺
と
い
う
構
想
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
共
通
点
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

臼
杵
石
仏
は
、
戦
後
し
ば
し
ば
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
都
度
調
査
に
あ
た
っ
た
筆
者
は
、
古
園
、
ホ
キ
ニ
群
一
、
二
寵
な

ど
で
建
物
遺
構
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
を
察
知
し
、
重
要
な
面
崖
仏
に
は
覆
堂
が
存
在
し
て
い
た
と
推
察
し
た
。
果
し
て
前
述

の
如
く
古
園
石
仏
に
は
七
間
三
間
、
東
西
一
七
・
五
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
七
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
き
な
建
物
趾
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
石
仏
の
配
置
か
ら
、
石
仏
寺
の
構
想
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
大
陸

に
お
け
る
石
仏
寺
と
し
て
の
窟
仏
、
面
崖
仏
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
臼
杵
石
仏
は
疑
灰
岩
の
軟
頁
岩
面
に
彫
刻
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
造
作
に
あ
た
っ
て
は
木
彫
師
が
使
用
す
る
ノ
ミ
を
も
ち

い
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
故
に
あ
え
て
石
工
専
門
の
仏
師
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
な
い
。
現
存
の
面
謝
仏
自
体
が
木
彫
風
に
彫



｜

１

１

１

像
さ
れ
、
こ
れ
に
彩
色
を
加
え
る
と
完
全
に
木
彫
に
み
え
る
。
特
に
重
要
な
磨
崖
仏
が
藤
原
彫
刻
の
流
麗
な
姿
態
と
し
て
定
則
様

の
都
振
り
を
余
す
こ
と
な
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
石
造
技
法
の
背
景
を
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　
「
臼
杵
荘
三
百
町
、
領
家
一
条
前
殿
下
御
跡
地
職
」
『
豊
後
弘
安
図
田
帳
』

　
こ
れ
か
ら
み
て
中
央
貴
族
が
石
仏
造
営
に
あ
た
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
す
る
と
定
期
様
式
の
木
彫
風
の
彫
法
仕
上

げ
の
様
子
も
う
な
ず
け
る
。
更
に
造
立
者
を
的
を
し
ぼ
っ
て
検
討
で
き
る
。
そ
れ
は
臼
杵
の
開
発
領
主
の
研
究
で
あ
る
。
緒
方
惟

基
（
緒
方
、
臼
杵
、
三
重
の
三
姓
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
）
以
下
の
略
系
図
の
中
で
渡
辺
澄
夫
博
士
は
、
十
二
世
紀
前
半
に
出
生
し
た
と
い

わ
れ
る
惟
基
の
四
代
惟
隆
と
臼
杵
氏
か
ら
分
か
れ
て
緒
方
姓
に
移
っ
た
堆
朱
の
両
者
に
よ
っ
て
臼
杵
、
菅
尾
石
仏
が
造
管
さ
れ
た

と
推
理
す
る
。
こ
の
推
論
は
、
考
古
学
的
見
解
、
古
瓦
の
編
年
や
、
土
師
の
研
究
に
よ
る
年
代
推
定
と
ほ
ぽ
合
致
し
、
承
安
二
年

如
法
理
経
、
建
久
年
中
覆
堂
を
含
め
て
造
立
完
成
と
い
う
見
方
と
ど
う
や
ら
符
合
す
る
。

　
都
振
り
の
木
彫
風
磨
崖
仏
が
中
央
帝
都
の
仏
師
の
手
に
な
っ
た
の
か
、
十
二
世
紀
後
半
に
は
宇
佐
あ
た
り
に
造
仏
所
が
あ
っ
て

多
く
の
仏
師
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
豊
後
磨
崖
仏
の
造
立
に
つ
い
て
唐
代
技
法
の
流
入
説
、
わ
が
中
央

仏
師
に
よ
る
木
彫
風
技
法
の
導
入
説
な
ど
興
味
深
い
問
題
を
多
く
か
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　
臼
杵
磨
崖
仏
の
研
究
は
主
な
も
の
を
あ
げ
て
も
小
野
玄
妙
博
士
に
よ
る
現
地
調
査
、
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
研
究
室
（
『
豊
後
磨

崖
石
仏
の
研
究
』
）
な
ど
に
よ
っ
て
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
は
九
州
大
学
美
術
研
究
室
の
実
測
調
査
が
お
こ
な
わ

32
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れ
、
文
化
庁
、
大
分
県
・
臼
杵
市
に
よ
る
保
存
工
事
に
と
も
な
う
各
種
の
調
査
が
継
続
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

研
究
に
あ
た
ら
れ
た
学
者
の
数
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
戦
後
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
は
こ
れ
ら
ま
で
そ
の
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
関
係
し
て
き
た
。
文
化
庁
に
よ
る
基
礎
的
修
復
調
査
に
よ
っ
て
岩
盤
の
剥
落
は
修
理
さ
れ
、
更
に
基
本
的
な
岩

盤
亀
裂
の
研
究
修
復
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
仏
体
の
剥
離
に
も
根
本
的
な
手
当
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
の
中
で
、
磨
崖
仏
造
立
の
問
題
に
も
議
論
が
深
ま
り
、
こ
れ
ま
で
不
明
な
点
の
解
明
も
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
最
後
に

述
べ
た
よ
う
に
、
造
立
の
根
底
に
唐
代
美
術
の
流
人
が
あ
っ
た
か
、
わ
が
本
彫
師
の
導
入
に
よ
っ
て
特
異
な
藤
原
芸
術
の
所
産
と

み
る
の
か
、
更
に
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
問
題
が
末
解
結
と
い
え
る
。
臼
杵
石
仏
に
関

す
る
限
り
難
解
な
問
題
が
次
第
に
解
決
さ
れ
、
や
が
て
、
造
立
に
関
す
る
諸
問
題
が
解
き
明
か
さ
れ
る
日
が
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

最
後
に
実
測
図
、
写
真
は
菊
田
徹
・
藤
田
晴
一
氏
の
作
成
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
両
氏
の
友
情
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
　
　
3
3

参
考
文
献
及
び
論
文

（
１
）
　
小
野
玄
妙
『
大
乗
仏
教
芸
術
史
之
研
究
』
一
九
一
八
　
　
　
　
　
　
（
５
）
　
小
田
富
士
雄
「
百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
」
－
九
州
発
見
朝
鮮
系

（
２
）
　
浜
田
耕
作
『
豊
後
磨
崖
石
仏
の
研
究
』
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
　
　
　
　
　
古
瓦
の
研
究
白
丁
『
史
淵
』
第
九
十
五
輯
、
九
州
大
学
文
学
部
、

　
　
　
考
古
研
究
室
編
、
一
九
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
六

（
３
）
　
小
田
富
士
雄
「
豊
前
に
お
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義
」
－
　
　
（
６
）
　
西
谷
正
、
栗
原
和
彦
訳
、
朴
容
填
著
「
百
済
瓦
当
に
関
す
る
研

　
　
　
九
州
発
見
朝
鮮
系
古
瓦
の
研
究
日
－
『
史
淵
』
第
八
十
五
輯
九
　
　
　
　
　
究
」
田
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
四
八
、
一
九
七
〇

　
　
　
州
大
学
文
学
部
、
一
九
六
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
西
谷
正
、
栗
原
和
彦
訳
、
朴
容
填
著
「
百
済
瓦
当
に
関
す
る
研

（
４
）
　
賀
川
光
夫
、
入
江
英
親
、
小
田
富
士
雄
『
弥
勒
寺
遺
跡
』
大
分
　
　
　
　
　
究
」
閃
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
〇
、
一
九
七
〇

　
　
　
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
輯
、
一
九
六
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
西
谷
正
、
栗
原
和
彦
訳
、
朴
容
填
著
「
百
済
瓦
当
に
関
す
る
研



　
　
　
究
」
即
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
〇
、
一
九
七
〇

（
９
）
　
小
田
富
士
雄
他
『
法
鏡
寺
跡
・
虚
空
蔵
寺
跡
』
大
分
県
文
化
調
査

　
　
　
報
告
書
第
二
六
輯
、
一
九
七
三

（
1
0
）
　
岩
尾
順
、
窪
田
勝
典
『
大
分
の
磨
崖
仏
』
　
一
九
七
四

（
Ｕ
　
小
田
富
士
雄
「
百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
考
」
二
、
『
九
州
文
化
史
研

　
　
　
究
紀
要
』
第
二
十
号
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
七
五

（
1
2
）
　
田
村
圓
澄
「
九
州
浄
士
教
の
開
花
」
『
芸
術
浄
土
』
－
特
集
・
九

　
　
　
州
の
浄
土
文
化
、
一
九
七
八

（
1
3
）
　
小
田
富
士
雄
「
南
朝
堺
墓
よ
り
み
た
百
済
・
新
羅
文
物
の
源
流
」

　
　
　
　
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
九
州
大
学
文
学

　
　
　
部
、
一
九
八
一

（
1
4
）
　
賀
川
光
夫
「
宇
佐
、
国
東
、
臼
杵
の
遺
跡
」
『
三
愛
新
書
』
－
人

　
　
　
間
と
文
化
、
一
九
八
一

（
1
5
）
　
菊
田
徹
他
『
臼
杵
石
仏
群
地
域
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
臼
杵

　
　
　
市
教
育
委
員
会
編
、
一
九
八
二

（
1
6
）
　
賀
川
光
夫
「
大
分
県
の
磨
崖
仏
」
「
臼
杵
石
仏
の
造
顕
と
熊
野
大

　
　
　
日
石
仏
の
姿
態
」
『
郷
土
史
展
望
』
　
一
九
八
二

八
17

－

倉
田
文
作
、
田
村
圓
澄
、
賀
川
光
夫
他
『
大
分
の
古
代
美
術
』

大
分
放
送
、
一
九
八
三

（
1
8
）
　
斉
藤
忠
　
「
韓
国
に
お
け
る
窟
仏
・
磨
崖
仏
と
そ
の
石
工
技
術
の

　
　
　
日
本
へ
の
導
入
に
関
す
る
一
試
考
」
－
九
州
の
磨
崖
仏
に
関
連

　
　
　
し
て
ー
『
九
州
歴
史
資
料
館
開
館
十
周
年
記
念
、
太
宰
府
古
文

　
　
　
化
論
議
』
下
巻
、
一
九
八
三

（
1
9
）
　
小
田
富
士
雄
「
九
州
の
古
代
寺
院
－
と
く
に
七
、
八
世
紀
の
創

　
　
　
立
寺
院
に
つ
い
て
Ｉ
」
『
九
州
歴
史
資
料
館
開
館
十
周
年
記
念
、

　
　
　
太
宰
府
古
文
化
論
議
』
下
巻
ゝ
　
▽
几
八
三

（
2
0
）
　
小
泊
立
矢
「
二
豊
の
宗
教
と
文
化
－
美
術
」
『
大
分
県
史
』
古
代

　
　
　
篇
＝
一
九
八
四
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